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ドイツの Fraunhofer Heinrich Hertz 研究所、ミュ
ンヘン工科大学、韓国の KAIST、理化学研究所、
東工大、新潟大などと共同研究をしてきました。
2014 年の夏、機械学習分野を牽引する K.R. ミュ
ラー教授（ベルリン工科大）を訪問して共同研究
の打ち合わせを行いました。

共同研究

湯川 正裕の
ON と OFF

数理科学と工学の境界線で仕事をする
湯川の ON と OFF を少しだけ紹介します。

学生時代は競技ダンスに
熱中。学業よりダンスの
練習に打ち込むラテン人
でした（いちばん右が筆
者）。10 年間続けたお陰で
体内の隠れた筋肉に出合
うことができました。

Dance

国際会議は最新の研究成果を発表する
重要な機会です。サントリーニ島（ギ
リシャ）の会議では、洞窟みたいな会
場で発表。バンケットはリラックスし
ながら情報交換や新しいネットワーク
作りをします。この写真は屋外のため、
空腹なネコ達がテーブル下で待機。

国際会議

ドイツのミュンヘン工科大学（2010
年秋）とフィンランドのタンペレ工
科 大 学（2012 年 夏 ） で 大 学 院 生
を対象とした集中講義をしました。
フィンランドは信号処理がとても盛
んで，タンペレ工科大学には信号処
理学科があります。講義中に突っ
込んだ質問もあって、とても刺激的
でした。講義が終わると、聴講者
一同から似顔絵つきの Thank you 
paper のサプライズが（涙）。

欧州での集中講義

慶應大学への赴任時には、新潟大学
から一緒に移ってきた学生達とホー
ムパーティー。現在は慶應の学生 8
名と一緒に過ごしています。時々、
東工大の山田研究室（筆者の出身研
究室）のセミナーに研究室メンバー
と参加したり、合同でハイキングや
鍋パーティー（芋煮会）などをして
交流を深めています。

研究室

留学中はカフェにたびたび足を運んで研究のア
イデアを育てていました。そしてミュンヘンと
言えばオクトーバーフェスト !!　マスビール（1
リットルジョッキ）が次々と消費されていく姿
は圧巻でした。ホスト研究室の行きつけは老舗
のアウグスティナー。お酒に弱い筆者もおいし
く飲み干しました。

海外留学


